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公共施設などに関するアンケート調査にご協力ください
　近年、全国の各自治体において、公共施設の更新問題が大きな課題となっていますが、当町におい
ても、例外ではありません。
　近い将来、公共施設の改修や建て替え（取り壊しなど含む）は避けて通ることのできない課題であ
り、私たちの未来にも少なからず、何らかの影響を及ぼすものと考えます。
　そこで、当町においても、将来的な公共施設等のあり方について検討を進めることとなりましたの
で、住民の皆さんからのご意見をお伺いするためのアンケート調査を実施します。

（公共施設とは？：役場庁舎や集会所、図書館、学校、公営住宅など）

　公共施設は、私たちの生活を豊かにする大切な財産です。
　しかし、今あるすべての公共施設を維持していくには、莫大な改修・更新費用が必要になる見込み
があり、人口減少により税収の増加も見込めない中、財政的にも大変難しいと考えられます。

「限られた予算の中で、本当に必要な施設をどのように維持していくか…」「安全でより利用しやすく、
魅力のある施設にしていくにはどうすればいいか…」、人口やニーズの変化などを考慮し、長期的な
視点で公共施設の数や役割を見直す必要があります。

黒潮町の公共施設の現状と課題

どんな種類の公共施設がどのくらいあるの！？

■公共施設の種類（施設分類別延床面積割合）
　黒潮町が所有・管理している公共施設
の建物は平成26年3月末時点で、約
250施設、約430棟あり、その総延床
面積は約13万㎡となっています。
　施設分類別の延床面積では、学校教育
系施設の面積が最も多く、以下、産業系
施設、公営住宅の順に多くなっています。

今ある公共施設をこれからも維持していける！？

■公共施設の建築時期（建築年別延床面積）
　施設の建築年別に見ると、昭和45年
頃から昭和55年頃にかけて建築された
建物が多く、これらの施設は築後40年
前後が経過して、老朽化が進んでいます。
　今後は、これら施設の改修・更新が必
要となり、すべての施設を維持しようと
すると、その費用は今後40年間で総額
約600億円かかると見込まれています。

（※総務省の更新費試算ソフトより算定）

　今回実施するアンケートは、公共施設等の将来的な方針や計画などを策定する際の参考にいたし
ます。
　6月中に「公共施設等に関するアンケート調査」を実施する予定ですので、調査へのご協力をよろ
しくお願いします。

注）更新費の試算額は今後の条件検討などにより変動する
　　ことがあります
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（※なお、調査対象者は町内にお住まいの方の中から無作為で抽出した方となります。）


